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加納明彦部長

最後の年にかける主将の寺下洸平 昨秋の入れ替え戦で勝利した吉村寛子（国際4・昭和学園）・齊藤香純（政経2・
昭和学園）ペア

櫻井智明監督 土田章代女子主将と寺下洸平男子主将

明
治
大
学
は
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（
1
9
9
2

年
に
軟
式
庭
球
か
ら
競
技
名
変
更
）
の
古

豪
で
あ
り
強
豪
。
日
本
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

を
引
っ
張
っ
て
き
た
歴
史
を
誇
る
。

明
治
の
テ
ニ
ス
を
支
え
て
い
る
の
は
、

「
前
へ
」
の
精
神
。

「
攻
撃
的
な
テ
ニ
ス
を
信
条
と
し
て
い
ま

す
。
攻
撃
が
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
を
生
み
ま
す
。

絶
対
に
受
身
に
な
る
な
、
と
教
え
て
い
ま

す
」（
櫻
井
智
明
監
督
）

創
部
は
1
9
0
6
年
（
明
治
39
年
）。

明
治
大
学
初
代
校
長
・
岸
本
辰
雄
自
ら
が

会
長
と
な
っ
て
設
立
さ
れ
た
学
友
会
の

「
陸
上
運
動
部
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
創
設

さ
れ
た
の
だ
。
当
初
は
軟
式
、
硬
式
が
ひ

と
つ
の
部
と
し
て
活
動
し
て
い
た
が
、

1
9
1
2
年
（
大
正
元
年
）
に
そ
れ
ぞ
れ

独
立
し
た
部
に
移
行
し
た
。

歴
史
が
古
い
だ
け
で
は
な
い
。
31
年

（
昭
和
6
年
）
に
行
な
わ
れ
た
第
一
回
大
学

高
専
大
会
で
、
栄
え
あ
る
優
勝
を
遂
げ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
櫻
井
（
76
年
卒
。
現
監

督
）、
斉
藤
広
宣
（
90
年
卒
）、
北
本
英
幸

（
91
年
卒
。
現
コ
ー
チ
）、
菅
野
創
世
（
06

年
卒
）
と
4
人
も
の
世
界
選
手
権
個
人
戦

優
勝
者
を
輩
出
し
て
い
る
。

女
子
部
の
創
設
も
早
い
。
女
子
部
員
が

活
動
を
始
め
た
正
確
な
時
期
は
分
か
ら
な

い
が
、
48
年
（
昭
和
23
年
）
に
大
会
に
出

場
し
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
O
G
に
は
、

在
学
中
に
硬
式
テ
ニ
ス
に
転
向
し
、
後
に

プ
ロ
と
し
て
四
大
大
会
に
出
場
し
た
畠
中

君
代
（
67
年
卒
）
が
い
る
。
畠
中
は
転
向

前
の
2
年
間
で
、
イ
ン
カ
レ
の
個
人
戦
で

2
度
、
団
体
戦
で
も
1
度
優
勝
を
経
験
し

て
い
る
。

イ
ン
カ
レ
団
体
で
勝
て
な
い

栄
光
の
歴
史
を
誇
る
の
だ
が
…
…
。

O
B
会
長
の
重
田
衞
（
69
年
卒
）、
監

督
の
櫻
井
、
コ
ー
チ
の
近
秀
一
（
73
年
卒
）

の
3
人
が
苦
笑
す
る
。

「
男
子
は
ど
う
い
う
わ
け
か
、
一
度
も
イ

ン
カ
レ
で
団
体
優
勝
を
し
て
な
い
ん
で
す

よ
。
例
年
、
関
東
の
方
が
関
西
よ
り
も
レ

ベ
ル
が
高
く
、
東
日
本
の
決
勝
で
3
―
0

で
圧
勝
し
今
度
こ
そ
と
期
待
し
た
年
が

あ
っ
た
ん
で
す
が
、
同
志
社
に
敗
れ
て
し

ま
っ
た
り
…
…
。
全
日
本
学
生
王
座
決
定

戦
と
い
う
別
の
大
会
の
団
体
戦
で
優
勝
し

た
年
も
、
イ
ン
カ
レ
で
は
勝
て
な
か
っ
た
」

こ
れ
ま
で
の
最
高
位
は
準
優
勝
。

「
で
も
〝
幻
の
優
勝
〞
は
あ
る
ん
で
す
」

と
、
3
人
は
意
気
込
ん
で
話
し
出
し
た
。

日
本
大
学
と
争
っ
た
84
年
の
決
勝
戦
。
明

治
が
2
―
1
と
リ
ー
ド
し
、
次
の
対
戦
で

も
マ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
を
握
っ
た
。
あ
と
1

ポ
イ
ン
ト
と
い
う
ゲ
ー
ム
で
、
相
手
が

ネ
ッ
ト
タ
ッ
チ
を
し
た
（
よ
う
に
見
え
た
。

音
も
し
た
と
い
う
）。

悲
願
の
初
優
勝
で
歓
喜
に
沸
い
た
の
も

束
の
間
。
審
判
は
ネ
ッ
ト
タ
ッ
チ
を
取
ら

ず
日
大
側
の
ポ
イ
ン
ト
に
。
そ
の
後
、
流

れ
が
変
わ
っ
て
優
勝
を
逸
し
た
の
だ
。

壁
に
ぶ
ち
当
た
っ
た
近
年

さ
て
近
年
の
男
子
は
、
関
東
の
3
〜
4

番
手
と
い
う
位
置
に
落
ち
着
い
て
い
る
。

「
こ
こ
10
年
く
ら
い
は
、
早
稲
田
が
圧
倒

的
に
強
い
ん
で
す
。
高
校
時
代
の
一
番
手

は
早
稲
田
に
入
る
。
彼
ら
は
中
学
・
高
校

を
通
じ
て
、
明
治
に
入
っ
て
き
た
選
手
と

対
戦
し
勝
ち
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

自
信
を
持
っ
て
試
合
に
臨
む
。
た
と
え
明

治
が
リ
ー
ド
し
て
も
決
し
て
慌
て
ず
、
最

後
は
き
っ
ち
り
と
勝
負
を
決
め
て
く
る
ん

で
す
」（
櫻
井
監
督
）

女
子
は
、
部
員
数
の
関
係
で
何
度
か
活

動
を
停
止
し
た
時
期
も
あ
る
。
現
在
の

チ
ー
ム
は
08
年
に
活
動
を
再
開
し
た
も
の

で
、
関
東
リ
ー
グ
10
部
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

だ
っ
た
。
そ
の
後
は
年
に
2
回
の
リ
ー
グ

戦
で
優
勝
し
、
入
れ
替
え
戦
に
勝
利
。
順

調
に
昇
級
を
続
け
て
、
現
在
は
2
部
。

「
と
は
い
っ
て
も
、
1
部
昇
格
が
で
き
な

い
。
去
年
も
春
と
秋
に
優
勝
し
た
ん
で
す

が
、
ど
っ
ち
も
入
れ
替
え
戦
で
負
け
て
し

ま
い
ま
し
た
」（
同
前
）

期
待
の
1
年
が
部
を
活
性
化

い
わ
ば
、
男
女
共
に
壁
に
当
た
っ
て
い

る
の
だ
。
し
か
し
、
こ
の
状
態
を
打
破
で

き
る
起
爆
剤
が
今
春
、
入
学
し
た
。
男
子

は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
個
人
戦
で
優
勝
し
た
丸

岡
俊
介
（
政
経
1
・
尽
誠
学
園
）
女
子
は

同
準
優
勝
の
高
橋
勅
有
（
商
1
・
国
本
女

子
）
で
あ
る
。

お
の
ず
と
、
上
級
生
た
ち
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
も
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

「
も
ち
ろ
ん
刺
激
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
中
途
半
端
な
順
位
ば
か
り
で
し
た
が
、

最
後
の
年
は
満
足
で
き
る
成
績
を
残
し
た

い
で
す
。
1
年
生
に
頼
ら
ず
、
自
分
た
ち

が
引
っ
張
っ
て
い
き
ま
す
」（
男
子
主
将
・

寺
下
洸
平
。
農
4
・
小
松
市
立
）

「
一
人
一
人
の
レ
ベ
ル
が
上
が
り
、
一
部

と
の
差
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
昇
格
の
手

ご
た
え
は
あ
り
ま
す
」（
女
子
主
将
・
土
田

章
代
。
商
4
・
昭
和
学
院
）

「
前
へ
」
の
攻
撃
的
な
テ
ニ
ス
で
、
是
非

と
も
悲
願
を
達
成
し
て
欲
し
い
。

 

（
文
中
敬
称
略
）

期
待
の
新
入
生
が
部
を
活
性
化

テ
ニ
ス
界
の
七
不
思
議（
!?
）打
破
へ

文・撮影/菊地武顕
写真提供/明大スポーツ新聞
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─明大体育会の系譜─

ソフトテニス部第40回
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